











Chinese who remained in Japan：People 
who established the overseas 























































































旨の文部省令第 15号「外国人特別入学規程」が 1901年（明治 34）
に施行されている。この規程は前年の 1900年（明治 33）に定められ
た ｢文部省直轄学校外国委託学生に関する規程｣ に基づいている。こ
















































































































あるⅡ -2とその妻Ⅰ -1、Ⅲ -5、Ⅲ -6はこの船に乗船して帰国したと
思われる。帰国ブームの第 2段階（1953年～ 55年）には 3,178名が
帰国している。その後、事前に聞いていたのと異なり、中国での生活
は苦しいことが伝わるにつれて、帰国ブームは下火になった。それで







































































































































































































































































































表 2　1949 年当時札幌在住 44 名の個別情報













Ⅰ -2　Sα ◆（Ⅲ -7の先妻、日本人）□
離婚後も札幌在住。娘は横浜在住。

























































































































ZSD ⓣ 台湾省新竹県出身。 農学部農学科中退。卒業せず帰国。
ZQZ ○ 広東省中山県出身。 農学部獣医科卒。1951年卒業して帰国。
LCS ⓣ 台湾省台中県出身。 農学部獣医科卒。1953年卒業して帰国。
WGZ ⓣ 台湾省新竹県出身。 文学部哲学科卒。1953年卒業して帰国。
QXL ○ 山西省安邑県出身。 農学部農学科卒。1953年卒業して札幌残留。
札幌華僑総会 4代目会長・曲学礼のこと。
LHJ ○ 広東省東莞県出身。 教養学科中退。卒業せずに帰国。
PJ ○ 天津市出身。 土木専門部を卒業し、工学部電気科入学。
卒業せずに帰国。








その年の 11月までに 8集団、1,411名を移入し、45年 3月～ 5月に









昭和 21年 3月 1日）によると、生存者の帰国は、連合軍総司令部の




























































































































































































































































　1953年 7月 15日には、札幌市東本願寺札幌別院で「第 1回北海道
関係合同慰霊大法要」を行い、北海道各地から収集され、札幌別院に
一時安置された遺骨 311体を慰霊した。法要には 20団体、約 600人
が参加した。翌 18日、400名によって奉持して札幌市内を行進の後、
札幌駅から上京した。行進には札幌華僑総会の役員も参加した。







1953年 8月 26日第 2回 355柱（回数は在中国日本人居留民の引揚船
の回数を表している）、1954年 11月 16日第 4回 313柱、1955年 12
月 6日第 5回 49柱、1956年 8月 21日第 6回 4柱、1957年 5月 17日
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